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第2四半期決算の概況

(‘平成24年３月期 )

第第22四半期決算の概況四半期決算の概況
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【第２四半期累計期間業績】【第２四半期累計期間業績】

前年同期比では、震災に伴う第１四半期の落ち込みが、
影響し136百万円（▲4.8%）の減収となった。

売上高は、当初計画比 33百万円（+1.2%）の増収で、
計画のとおりに推移した。
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【第２四半期累計期間業績】【第２四半期累計期間業績】

営業利益は、原価低減活動効果及び予算統制による経費の削減など
により当初計画比 38百万円（ +253.3%）の増益となった。

前年同期比は、60百万円（▲53.3%）の減益。
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【戦略製品体系ＳＰＵ】【戦略製品体系ＳＰＵ】
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【戦略製品体系の売上高シェア】【戦略製品体系の売上高シェア】

ﾊﾟﾜｰｳｨﾝﾄﾞ･ｻﾝﾙｰﾌ用部品2輪スタータ用部品
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【戦略製品別の売上高】【戦略製品別の売上高】
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２輪汎用(スタータ用部品)、応用機器（建設機械用部品)が
前年を上回る好調であった。
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通期の業績見通し通期の通期の業績業績見通し見通し

((‘‘平成平成2424年３月期年３月期 ))



9

【業績見通し】【業績見通し】

下期の自動車業界は、生産能力を上回る受注が見込まれる一方、
タイ洪水によるサプライチェーン寸断の影響、原材料の値上、不透明な為替動向

などの企業収益圧迫要因が山積みとなっている。

このような状況のなかで、新規品の受注獲得と業績の向上のため、
全社一丸となってコスト競争力強化に傾注し、

当初の計画値を達成すべく、進めてまいります。

（単位：百万円）

売上高 営業利益 経常利益 当期純利益
1株当たり

当期純利益

円　　銭

通 期 業 績 予 想 5,600 140 130 70 11  67

前 年 同 期 比 （ ％ ） △3.5% △48.7% △54.5% △68.9% ―

参考（平成23年3月期） 5,803 273 286 225 37  64
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本資料に関するお問い合わせ

株式会社 タ ツ ミ

業務部

TEL : 0284－71－3131

本資料に記載されている当社の業績の予想等は、
本資料作成日現在において入手可能な情報に基づ
き作成したものであり、実際の業績は、今後様々
な要因要素によって予想数値と異なる場合があり
ます。

ありがとうございました。ありがとうございました。


